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度 量 衡 の 故 里 ・ 中国 を 訪 ね る 旅
＊

岩 田　 重 だ
＊

1．はじめに

　日本 の 度量衡制度が 中国を源流とす る こ とは 、 古来か らい い つ た え られ て きた
。 特に近世以降は多 く

の 研究が行われ て い る 。 しか しこ れ らの 研究は源流となる地域 と伝播 した地域が 、 あ らゆ る方面か ら共

同で 研究をす るこ と に よ っ て 、は じめて その 全体の すが たが っ かめ て くるもの で あ る。

　株式会社 21世紀旅行は1995年 8月か ら 「度量衡の 故里 ・
中国を訪ね る旅」 を企画 し、これに 日本計量

機器工 業連合会 、 日本計量新報社 、 日本計量史学会が協力 した 。 幸い 中国側の 理解ある協力がえ られた

の で 、短期間に多 くの 成果をあげるこ とがで きた 。 こ こ に その 概要 をまとめ 、 今後の 参考に供 した い 。

2．準備段階

　最初の 通信 は 日本計量機器工業逮合会専務理事 の 山崎信雄氏 と、中国 の 国家技術監督局国際合作司副

司長の 鄭永光氏の 間に 1995年 10月に開かれ た。
つ いで 21世紀旅行社長の 斎藤和弘氏 と中信旅遊総公 司日

本部長の 王耘氏との 間で 、 旅程の 立案 、 ガイ ドの 人選がは じま っ た 。

　
一

方 、 中国の 計量史の 研究 を して い る国家技術監督局管理研究所 の 丘光明氏は 1995年10月20日に来日

され 、大阪の 第18回計量史をさ ぐる会で 講演を され た後、各地の 計量史資料館を歴訪され た 。 さ ら に 日

本計量史学会の 有志と懇談され、最初に 中国 と 日本の 計量史交流の 道を拓か れ た 。 丘氏は在日中に こ の

計画を聞 き、帰国後の 10月 30日付で 早速活動状況 を筆者に通知 された 。

　 「貴国の 計量代表団が中国へ の 観光訪問団を組織す る とい う希望 に つ いて は、まず私の所属す る部門

の幹部が 、 熱烈な歓迎の 意を示 して お ります 。
こ の 他 、 私は中国歴史博物館の 館長 と中国社会科学院歴

史研 究所 の 所長 に それぞれ電話をかけ 、 彼 らの 熱心 な指示 も得て お ります 。 中国歴史博物館の 館長兪偉

超先生 は、代表団が北京に い ら っ し ゃ れ ば 、館内の 倉庫に所蔵され て い る歴代の 度量衡の文物を出して

きて 、代表団の メ ン バ ーに単独で鑑賞 させ て くれ るよ う便宜をはか る こ とを即座に承知 して くれ ま した 。

上海博物館は電話が通 じませんで したが （これか ら手紙で 連絡す るつ もりで す）、更に問題 ない と思 い

ます （上海博物館の 館長は私の 友達で す）。 中国社会科学院歴史研究所の 所長李学勤先生 は 、 歴史学 、

考古学 、 古文字学方面 の 現在に おける権威 で あ り、私と各地の 博物館の 意志疎通を助 けるため にで きる

限り努力 し、 代表団が 中国滞在中の あ らゆる要求をで きるだけ満足 させ る と言 っ て お ります 。 」

　か くして 中国側と日本側はそれぞれの 国内の 連絡を緊密に とりなが ら 、 3 ル ー トで通信を行 っ た 。 頭
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日本計量新報に記事 と して掲載 し、 参加を促進 した 。
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3．代表団の 結成と旅程

　日程が 3月26日 〜 4月 3日 と年度 の 変 り目で あ っ たため
、 人数を確定する の に 3月上旬まで かか っ た 。

表 1に団員名簿を示 した 。

表 1　 団員名簿

【団　長】 岩田　重雄

日本計量史学会　副会長

東京都板橋区高島平 4 − 16 − 1

as （03 ） 3979 − 9117

〒 175

【秘書長】 山崎　信雄

日本計量機器工 業連合会　専務理事

千葉県佐倉市江原台 1 − 21 − 1

ft （043 ） 486 − 1908

〒285

【団　員】 入野　 　博

はか りとます の 資料館　館長

東京都大 田区東雪谷 1 − 19 − 4

ft （03 ）　3727 − 2410

〒145

【団　員】 大西　寅
一

大西計器株式会社　社長

大阪府東大阪市長栄寺 21 − 19

餐 （06 ）　782 − 0024

〒577

【団　員】 大橋　静香

無職

長野県岡谷市南宮 1 − 1 − i5

ft （0266 ） 23 − 3322

〒394

【団　員】 ノ」丶川　　忠治

小川計量士事務所　計量士

神奈川県横浜市瀬谷区三 ツ境 58 − 18
ft （045 ） 362 − 7807 　　 　　　 〒 246

【団　員】 金森　直治

金森度量衡店　社長

愛知票名古屋市北区志賀町 5　 東志賀荘 2−304
aS （052 ） 914 − 4703 　　　　　 〒 462
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【団　員】 神谷　　茂

株式会社タ ニ タ　取締役　相談役

東京都板橋区常盤台 1 − 49 − 11

ft （03 ）　3967 − 8804

〒 174

【団　員】 郡　　英之

株式会社　築地計機製作所　社長

東京都 中野区若宮 3 − 48 − 11

A （03 ） 3338 − 0603

〒 165

【団　員】 小山　幸治

有限会社小山はか り工場　社長

長野県松本市渚 4 − 12 − 4

ft （0263 ） 25 − 3740

〒 390

【団　員】 小山　キセ

有限会社小山はか り工 場

長野県松本市渚 4 − 12 − 4

僧 （0263 ） 25 − 3740

〒 390

【団　員】 斉藤　和義

株式会社近鉄百貨店　課長　計量士

東京都三鷹市下連雀 3 − 43 − 7

盈 （0422 ）　43 − 5846

〒 181

【団　員】 関　　欽司

東京都計量検定所　課長代理

東京都三 鷹市大沢 王一 1 − 29

ft （0422 ） 33 − 0715

〒 181

【団　員】 田代　美子

無職

長野県 岡谷市長地 3067 − 2

恩 （0266 ）　28 − 25DO

〒394

【団　員】 寺戸　常三郎

株式会社静岡 コ ピーセ ン ター　会長

駿府はか り資料館　館長

静岡県静岡市千代田 3 − 7

as （054 ） 246 − 1313

〒420
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【団　員】 西野　一宏

川鉄ア ドバ ン テ ッ ク株式会社　相談役

千葉県習志野市鷲沼台 3 − 14 − 21

ft （0474 ） 73 − 4706

〒275

【団　員】 松村　恒夫

埼玉県計量団体連合会　会長

埼玉県川越市末広町 3 − 12 − 10

歴 （0492 ） 25 − 6650

〒350

【団　員】 宮澤　喜秋

無職

長野県岡谷市川岸東 4 − 11 − 28

舩 （0266 ） 22 − 6258

〒394

【団　員】 矢崎　澪子

行政書士

長野県岡谷市長地 3067 − 2

D （0266 ） 28 − 2500

〒394

【随　員】 谷口　弘人

株式会社 21 世紀旅行

東京都千代 田区神 田錦町 1 − 4

盈 （03 ）　5281 − 2460

〒 101

　中国側の 好意で 丘氏が 代表団に 同行され、専門的な説明を行な っ た 。 旅の 記録は表 2に 示 した 。 2 日

目に 中国の 度量衡関係者 との 交流会が 開かれ た 。

表 2　 旅の 記録

1． 3月 26 日 （火曜）

　8時 15 分

10 時 37 分

14 時 08 分

　　 【出迎え】

14 時 58 分

15 時 40 分

成 田空港 3階出発 ロ ビー

全 日空 （NH ） 905 便
．一・〔時差

一 1時間〕
……・一

北京首都空港

中信旅遊総公司　 　 　 　 季中南

北京首都空港

天壇公園　　　　　　　（参観）

合

陸

集

離

着陸

出発

　到着
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16 時 38 分

17 時 14 分

　　 【出迎え 】

18 時 22 分

18 時 55 分

天壇公園

白麗宮酒店

中信旅遊総公司

白麗宮酒店

北京昆崑崙飯店

（夕食）

　 董春秋

（宿泊）

　出発

　到着

※全線通訳

　出発

　到着

1正、　3月 27E ヨ （フk曜）

　8時 15 分

　9 時 26 分

　9 時 56 分

10 時 25 分

11 時 35 分

11 時 59 分

13 時 16 分

13 時 50 分

14 時 55 分

16 時 54 分

17 時 25 分

17 時 28 分

19 時 45 分

21 時 12 分

21 時 16 分

北 京昆崑崙飯店

華芸商場

華芸商場

明の 十三 陵 〔定陵〕

明 の 十三陵

北 京金殿友誼商店

北 京金殿友誼商店

万里 の 長城 〔八 達嶺〕

万里 の 長城

北京昆崑崙飯店

北 京昆崑崙飯店

京城大厦

（休憩）

（参観）

（昼食）

（参観）

（休憩）

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

出

到

出

到

出

到

出

到

出

到

出

到

〔日本中国度量衡関係者　交流会〕

京城大厦 1Fr 両宜軒』　　　 （懇親夕食会）

京城大厦　　　　　　　　　　　　　出発

北京昆崑崙飯店　　　 （宿泊）　　　　 到着

皿． 3月 28 日 （木曜 ）

8時 07 分

8時 45 分

11 時 05 分

11 時 16 分

12 時 30 分

12 時 53 分

北京昆崑崙飯店

天安門広場

天安門広場

国立歴史博物館

皇家友誼商店

国立歴史博物館前

故宮博物院

故宮博物院

仲仟潮州酒店

　
　

@
　

@

　観

憩

U
参
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13 時 50 分

14 時 08 分

15 時 21 分

16 時 25 分

18 時 15 分

仲仟潮州酒店

琉璃廠

琉璃廠

北京首都空港

（買物）

中国西北航空 （WH ） 2108 便

発

着

発

着

陸

出

到

出

到

離

18 時 15 分

　　【出迎え】

21 時 05 分

22 時 12 分

西安空港　　　　　　　　　　　　　着陸

西安天馬国際旅行社　　　曲永紅

西安空港内 rシル ク ロ ー ド』　（夕食）

西安空港　　　　　　　　　　　　　出発

西安唐華賓館　　　　 （宿泊）　　　　 到着

IV． 3月 29 日 （金曜）

　 9時 02 分

　 9時 05 分

　9時 55 分

10 時 15 分

11 時 24 分

11 時 40 分

13 時 22 分

13 時 25 分

16 時 46 分

17 時 11 分

1 了時 38 分

17 時 59 分

19 時 05 分

19 時 工 6分

西安唐華賓館

大雁塔

大雁塔

碑林博物館

碑林博物館

西安栄盛袞友誼商店

西安栄盛袞友誼商店

陜西省歴史博物館

陜西省歴史博物館

城壁 〔西門〕

城壁 〔西門〕

東方大酒店

東方大酒店

西安唐華賓館

（参観）

（参観）

（昼食）

（参観）

（参観）

（夕食）

（宿泊）

醗

賭

醗

賭

醗

賭

醗

賭

醗

賭

醗

賭

醗

賭

V ． 3月 30 日 （土曜）

　8時 30 分

　9時 18 分

10 時 06 分

10 時 20 分

西安唐華賓館

華清池

華清池

兵馬俑博物館

（参観）

（参観）

〔1号坑／ 2号坑／ 3号坑／銅馬車〕

発

着

発

着

出

到

出

到
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12 時 26 分

12 時 55 分

13 時 53 分

14 時 06 分

15 時 05 分

15 時 37 分

16 時 17 分

16 時 20 分

17 時 10 分

17 時 26 分

19 時 18 分

19 時 35 分

兵馬俑博物館

萬年飯店

萬年飯店

半坡遺跡博物館

半坡遺跡博物館

西安民間芸術館

西安民間芸術館

興慶宮公園

興慶宮公園

西安栄盛袞友誼商店

西安栄盛袞友誼商店

西安唐華賓館

（昼食）

（参観）

（買物）

（参観）

（餃子宴）

（宿泊）

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

発

着

出

到

出

到

出

到

出

到

出

到

出

到

VI． 3月 31 日 （日曜）

8 時 32 分

8 時 55 分

　9時 26 分

　9時 36 分

10 時 20 分

17 時 23 分

　　 【出迎え 】

17 時 31 分

17 時 46 分

18 時 45 分

18 時 54 分

西安唐 華賓館　　　　　　　　　　　　出発

ホテ ル ロ イ ヤ ル 西安　　　　　　　　 到着

〔自由行動／弁当手配〕

ホテ ル ロ イヤル 西安　　　　　　　　　出発

西安駅　　　　　　　　　　　　　　到着

旅游列車 6号　　　　　　　　　　　　発車

洛陽駅 　　　　　　　　　　　　　 到着

洛陽中国国際旅行社 　　　薛鶴南

洛陽駅　　　　　　　　　　　　　 出発

家御閣　　　　　 （夕食
一

日本食）　　 到着

家御閣　　　　　　　　　　　　　　出発

洛陽牡丹大酒店　　　　（宿泊）　　　　 到着

W ． 4月 　 1 日 （月曜 ）

　9時 02 分

　9時 55 分

11 時 27 分

12 時 01 分

13 時 09 分

洛陽牡丹大酒店

竜門石窟

竜 門石窟

涼石城

涼石城

（参観）

（昼食）

発

着

発

着

発

出

到

出

到

出
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13 時 15 分

13 時 25 分

13 時 27 分

14 時 01 分

14 時 25 分

15 時 30 分

洛陽牡丹大酒店

洛陽牡丹大酒店

洛陽工芸美術館

洛陽工 芸美術館

古墓博物館

古墓博物館

（荷物積み）

（買物）

（参観）

着

発

着

発

着

発

到

出

到

出

到

出

17 時 30 分

　　【出迎え】

18 時 32 分

18 時 36 分

19 時 36 分

19 時 42 分

鄭州河南国際飯店

河南省旅游総公司

鄭州河南国際飯店

海天大酒店

海天大酒店

鄭州河南国際飯店

李玉珍

（夕食）

（宿泊）

到着

発

着

発

着

出

到

出

到

田 ． 4月　 2 日 （火曜）

　9時 03 分

　9時 11 分

　9 時 32 分

　g 時 43 分

lO 時 51 分

11 時 03 分

12 時 12 分

鄭州河南国際飯店

鄭州商代遺跡　　　　　（参観）

鄭州商代遺跡

鄭州玉石工 場　 （懇談 と買物）

鄭州玉石工場

鄭州空港　　　　　　到着

中国南方航空 （CZ ） 3593 便

発

着

発

着

発

出

到

出

到

出

離陸

13 時 36 分

　　 【出迎え 】

14 時 07 分

14 時 10 分

14 時 51 分

15 時 12 分

16 時 28 分

17 時 10 分

17 時 20 分

17 時 36 分

19 時 16 分

19 時 38 分

上海虹橋空港

上海 中国国際旅行社

上海虹橋空港

海天大酒楼

海天大酒楼

上海市襠案館

上海市襠案館

上海博物館

上海博物館

曲金秀

（昼食）

（博物館倉庫）

（写真 ス トッ プ）

バ ン ド／ガーデ ン ブ リ ッ ジ散策

海上明珠　　　　　　（夕食）

海上明珠

上海新錦江大酒店　　 （宿泊）

着陸

発

着

発

着

発

着

発

出

到

出

到

出

到

出

着

発

着

到

出

到
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D（． 4月 　3 日 （水曜）

　9時 02 分

　9時 08 分

10 時 05 分

10 時 45 分

11 時 54 分

12 時 17 分

14 時 06 分

上海新錦江大酒店

工業展 覧館　　　　　 （買物）

工 業展覧館

七宝鎮人民政府 レ ス トラ ン （昼食）

七 宝鎮人民政府 レ ス トラ ン

上海虹橋空港

全 日空 （NH ） 920 便

発

着

発

着

発

着

陸

出

到

出

到

出

到

離

17 時 11 分　　成 田空港 着陸

　中国側の 出席者 は表 3に示 した 。 こ こで筆者 は過去 30年間の 日本に お ける計量史の 研究を解説 した 。

交流会 におけ る丘光明氏と邱隆氏の 挨拶を つ ぎに示 した 。

表 3　交 流会の 中国側出席者

中国歴史博物館

国家技術監督局

　 　 　 〃

〃

〃

〃

〃

中国社会科学院

　 　 　 〃

国際合作司

情報研究所

管理研究所

　 　 〃

〃

雑誌編集部

考古研究所

　 　 　 〃

中国青年国際人材交流中心　對外聯絡部

北京大学教授　　古文字学家

館　長　教　授

副司長　高級工 程師

主　任　副研究員

副所長　研究員

研究員

助理研究員

編輯 ・ 記者

研究 員

編輯室 　副主任

　　　　副譯審　部長

超

光

玉

柴

明

平

隆

民

翔

晶

圭

偉

永

金

声

光

　

　

世

雲

　

錫

兪

鄭

王

高

丘

楊

邱

王

臨

楊

裘

（通訳）

（司会）

（通訳 ）

（通訳）
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ご 来 場 の 皆 様

　 こ の 度 の 「中 国度 量 衡 と 日本 」 と 題 す る 座 談 会 に よ う こ そ ご 出席 下 さ い ま し た 。

皆 様 の 貴 重 な お 時 間 を 拝 借 し ま し て
一

言 ご 挨 拶 を 申 し上 げ ま す 。

　 中 国 度 量 衡 は 、 系 統 立 っ た 完 全 な 科 学 技 術 史 で あ り ま す 。 そ の 萌 芽 ・発 生 か ら

発 展 段 階 に 至 る ま で 、 歴 代 の 王 朝 に は 数 の 差 こ そ あ れ 様 々 な 文 献 や 実 物 が 残 さ れ

て お り 、 考 証 に 役 立 っ て い ます 。 呉 承洛 は 早 く も 1
’
930 年 代 に 、 度 量 衡 関 係 の

最 初 の 本 「中 国 度 量 衡 史 」 を 著 し 、
こ れ が 私 た ち の 今 日 の 研 究 の 基 礎 と な っ て い

ま す 。

　 私 た ち 度 量 衡史 研 究 グル ープ は 、 1960 年 代 の 末 か ら 中 国 度 量 衡 史 の 資 料 の

整 理 と 研 究 に 着 手 し て き ま し て 、 　「中国 古 代 度 量 衡 図 集 」　「中 国 古 代 度 量 衡 論 文

集 」　「中 国 歴 代 度 量 衡 考 」 等 の 専 門 書 及 び 「中 国 古 代 度 量 衡 」　「中 国 度 量 衡 」 等

の
一 般 書 を 出版 し、 ま た 、 種 々 の 新 聞 や 雑 誌 に 30 篇 以 上 の 論 文 を 発 表 し、 様 々

な 角 度 か ら 系 統 的 に 、 ま た 、 簡 潔 に 中国 の 度 量 衡 発 展 史 を 紹 介 し て き ま し た 。 私

た ち が こ の 業 務 に 携 わ っ て き た 時 間 は 短 い も の で す の で 、 中 国 の 度 量 衡 と 東 南 ア

ジ ア 各 国 と の 比 較 と い う問 題 に つ い て は 、 ま だ 本 格 的 に 取 り組 ん で お りま せ ん が 、

系 統 的 で な い ち ょ っ と した 資 料 か ら で も、 中 国 古 代 に お い て こ の 分 野 で は ア ジ ァ

各 国 に そ れ 相 応 の 影 響 を 与 え て い た こ と が 解 りま す 。 日本 で は 、 中 国 の 隋 ・唐 の

時 代 に 何 度 も学 者 を 中 国 に 派 遣 して 学 習 交 流 を 行 い 、 数 多 くの 文 献 や 実 物 を 持 ち

帰 っ て い ま す 。 そ の 中 に は 厂唐 律 疏 議 」 及 び 度 量 衡 の 器 具 も含 ま れ て い ま した 。

日 本 の 学 者 小 泉 袈 裟 勝 先 生 の 紹 介 に よ れ ば、 比 較 的 整 っ た 日 本 の 度 量 衡 制 度 は

「大 宝 律 令 」 を 制 定 す る 時 に 整 理 さ れ た もの で あ り、 　「大 宝 律 令 」 中 の 度 量 衡 に

関 す る 律 令 は 、 ほ と ん ど が 「唐 律 」 に 基 づ い て 定 め ら れ た も の で 、 度 量 衡 の 器 具

を 違 法 に 使 用 した 場 合 の 処 置 に 関 す る 二 か 条 の 法 令 及 び 疏 議 は 、 原 文 に ほ と ん ど

手 を 加 え ず に そ の ま ま写 し た 形 に な っ て い る と の こ と で す 。

　唐 代 の 文 化 は 朝 鮮 半 島 に も相 応 の 影 響 を 与 え て お り、 記 録 に よ れ ば 、 朝 鮮 の 定

規 に は 黄 鐘 尺 ・造 礼 尺 ・営 造 尺 ・布 畠 尺 な ど に 分 か れ て い ます 。 黄 鐘 尺 は 漢 代 の

制 度 の 影 響 を 受 け た もの で あ り、 造 礼 尺 は 唐 代 の 小 尺 で あ り、 営 造 尺 と 布 帛 尺 は

隋 唐 の 時 代 の 大 尺 で す 。 こ の よ う に 唐 の 文 化 の 東 漸 の 様 子 が 度 量 衡 か ら も垣 間 み

る こ と が で き ま す 。

　 1995 年 、 私 は 光 栄 に も 日 本 計 量 史 学 会 の お 招 き を 受 け、 岩 田 重 雄 先 生 及 び
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前 田 親 良 先 生 の お 二 方 の 温 か い お も て な しを 受 け、 計 量 史 学 会 が 大 阪 で 開 催 し た

計 量 史 討 論 会 に 参 加 さ せ て 頂 い た だ け で な く、 各 地 の 度 量 衡 史 資 料 館 を も 見 学 さ

せ て 頂 き ま し た 。 そ の 中 に は 岩 田 重 雄 先 生 の 「計 量 史 資 料 館 」 ・小 林 健 蔵 先 生 の

「秤 乃 館 」
・寺 戸 常 三 郎 先 生 の 「駿 府 は か り資 料 館 」 ・山 下 喜 吉 先 生 の 「は か り

資 料 館 」 等 が あ り、 い ず れ も極 め て 印 象 深 い もの で し た 。 先 だ っ て の 友 好 訪 問 を

通 じ て 、 新 し い こ と を 沢 山 学 ぶ こ と が で き、 貴 重 な 文 物 を 目 に す る こ と が で き ま

し た 。 私 が 感 動 しま した こ と は 、 日 本 で は 各 界 に 亘 っ て 非 常 に 多 くの 人 が 度 量 衡

史 研 究 に 携 わ っ て い る と い うこ と で し た 。 ま た 、 私 は も う 3 年 以 上 も 岩 田 重 雄 先

生 と 友 好 的 文 通 を して お り ます が 、 こ の 間 に 岩 田 先 生 か ら 日 本 及 び 世 界 各 国 の 度

量 衡 史 研 究 に 関 す る 大 変 貴 重 な 資 料 を お 送 り頂 い て お り 、 こ れ は こ れ か ら 私 た ち

が 中 国 及 び 世 界 各 国 の 度 量 衡 史 の 比 較 研 究 を 行 う上 で 、 非 常 に 有 用 な 文 献 資 料 と

な っ て い ま す 。 度 量 衡 史 研 究 グ ル ー プ を 代 表 し て 、 こ の 場を お 借 り し て 岩 田 先 生

に 厚 く御 礼 申 し上 げ ま す 。

　 こ の 度 、 日 本 計 量 史 学 会 で 「度 量 衡 の 故 里 、 中 国 を 訪 ね る 旅 」 を 企 画 さ れ 、 中

国 を 訪 問 な さ い ま し た こ と は 、 私 ど も に と り ま し て 大 変 喜 ば し い こ と で す 。 今 回

の こ の 機 会 を 通 じて 両 国 間 の 学 術 交 流 が 更 に 深 ま り、 お 互 い の 間 の 友 情 が 更 に 深

ま る こ と を 希 望 い た し ま す 。

　 有 り難 う ご ざ い ま し た

国 家技 術監 督 局 管 理 研 究 所

　 　 　丘 　光 　 明

　 1996 年 3 月 27 日
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共に切磋琢磨し、 古代文明を掘り起こし、 紹介しよう

「度 量 衡 史 と 日 本 」 座 談 会 に お け る 挨 拶

　 中 国 と 日 本 と は
一衣 帯 水 の 隣 国 で あ り、 古 くか ら繰 済 的 及 び 文 化 的 交 流 が 頻 繁

に 行 わ れ た こ とは 、 両 国 の 社 会 的 発 展 の 面 で 、 ま た 、 様 々 な 分 野 に お い て 直 接 的

あ る い は 間 接 的 な 影 響 を 与 え 合 い ま した し、 日 中 両 国 の 何 世 代 に も亘 る 友 好 の 基

礎 と も な っ た もの で あ りま し た 。

　 7 世 紀 に 、 日 本 か ら 中 国 に 派 遣 さ れ た遣 隋 使 及 び 遣 庸使 の 中 に は 、 留 学 生 も僧

も い ま し て 、 彼 等 は 中 国 に お い て 、 規 則 制 度 、 文 化 技 術 、 仏教 教 典 及 び 医 学 、 科

学 等 を 勉 強 し ま し た 。 中 国 の 養 蚕 ・糸 取 り ・紡 織 ・製 陶 ・水 車 等 の 技 術 も 次 々 と

日本 に 伝 え ら れ た の で す 。 度 量 衡 の 技 術 に つ い て も 唐 代 か ら 交 流 が 始 ま っ て い ま

す 。

　 現 在 、 日 本 の 奈 良 市 に あ る 正 倉 院 に は 精 巧 に 細 工 さ れ た 象 牙 尺 が 6 本 収 蔵 さ れ

て い ま す 。 中 国 の 学 者 王 国 維 先 生 の 1920 年 代 の 著 作 「唐 六 典 』 の 中 に 、 中 尚

署 は 毎 年 二 月 二 日 に 彫 刻 を 施 し た 象 牙 尺 の 献 納 を 命 じ、 朝 廷 で は こ れ を 大 臣 や 外

国 の 使 節 に 対 す る 褒 美 と し て 与 え た と 記 載 さ れ て い ま す 。 象 牙 に 彫 刻 を 施 し た り 、

着 色 し た りす る 方 法 は 盛 唐 期 に 流 行 っ て い た 素 晴 ら し い 工 芸 技 術 で し た 。 正 倉 院

に 収 蔵 さ れ て い る 6 本 の 象 牙 尺 は 日 本 の 天 平 勝 宝 8 年 （中 国 の 唐 の 粛 宗 至 徳 元 年 、

紀 元 756 年 ） に 、 孝 謙 天 皇 の 皇 太 后 が 東 大 寺 に 献 納 し た も の で あ り、 そ の 手 書

き の 原 文 及 び 献 納 品 目録 に よ る と、 こ の 6 本 の 尺 は い ず れ も唐 尺 で あ る との こ と

で 、 こ の こ と は 1926 年 及 び 1927 年 に 出版 さ れ た 「東 瀛 珠 光 』 と い う本 に

も 収 録 さ れ て お り 、 藤 田 元 春 氏 の 著 書 『尺 度 綜 考 』 の 中に も 、 正 倉 院 に 収 蔵 さ れ

て い る 唐 尺 及 び 唐 尺 の 複 製 品 26 点 を 実 測 した と の 記 載 が あ り ます 。 日本 の 神 戸

市 の 白鶴 美 術 館 に も唐 代 の 白 牙 尺 が 2 本 収 蔵 さ れ て お り、 こ う し た も の は い ず れ

も友 好 の 使 者 た ち が 中 国 か ら 日 本 に 持 ち 帰 っ た も の で あ り ま す 。 中 国 の 上 海 博 物

館 に も 彫 刻 を 施 し た 象 牙 尺 が 1 本 収 蔵 さ れ て い ま す 。 唐 の 象 牙 尺 が 日 中 両 国 の 度

量 衡 技 術 交 流 の 歴 史 的 証 拠 と な っ て い ま す 。 1240 年 以 上 の 長 い 歳 月 を 経 て 、

今 日 、 こ こ に 私 た ち 日 中両 国 の 度 量 衡 史 学者 た ち が
一 堂 に 会 し、 両 国 の 間 に か く
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も長 い 文 明 史 が あ り 、 か く も悠 久 な 伝 統 の あ る 友 誼 が 存 在 し て い る こ と に 対 し て 、

私 は こ の 上 な い 光 栄 と 誇 りを 感 じず に は い ら れ ま せ ん 。

　 唐 の 文 宗 の 開 成 年 間 （紀 元 836 〜 840 年 〉 に 、 日 本 の 名 僧 圓 仁 が 中 国 楊 州

の 開 元 寺 で 学 ん で お り 、 彼 の そ の 時 の 日 記 『入 唐 求 法 巡 礼 行 記 』 の 中 に は 、 唐 代

の 風 土 と 人 情 に つ い て の 描 写 が 数 多 く記 述 さ れ て お り、 開 成 3 年 （ 838 年 ） 8

月 26 日 及 び 10 月 14B の 日 記 に は 、 衡器 を 使 用 し て 金 子 の 重 量 を 測 る 様 子 が

き め 細 か く書 か れ て い ま す 。 こ れ は 我 々 が 唐 代 の 衡 器 の 重量 単 位 の 大 小 制 を 研 究

す る 上 で 大 変 貴 重 な 資 料 と な っ て い ま す 。

　 日 本 に は 度 量 衡 史 の 研 究、 そ の 中 で も特 に 中 国 の 度 量 衡 史 の 研 究 に 専 念 し て お

ら れ る 有 名 な 学 者 が 数 多 くお い で に な り 、 度 量 衡 史 の 研 究 著 書 及 び 中 国 古代 度 量

衡 史 の 研 究 論 文 も多 数 発 表 さ れ て い て 、 学 術 的 レ ベ ル が 棒め て 高 い こ と を 示 し て

い ま す 。

　 日 本 の 初 期 の 学 者 荻 生 徂 徠 （物 茂 卿 ） に よ っ て 亨 保 18 年 （1733 年 ） に 出

版 さ れ た 『度 量 衡 考 、 度 考 』 と い う 本 の 中 に は 、 彼 が 日 本 の 曲 尺 で 唐 の 開 元 通 宝

銭 の 直 径 を 測 っ て み た と こ ろ 、 そ の 長 さ が や は り 8 分 で あ っ た こ と か ら 、 　「吾 が

邦 の 尺 は 唐 製 を真 似 た もの で あ る 」 こ と が 解 っ た と 記 さ れ て お り、 こ れ は 当 時 の

日 本 の 尺 は 唐 の 大 尺 を そ の ま ま 採 用 し た も の で あ っ た こ と を 証 明 し て い ま す 。 そ

の 後 、 西 山武
一

、 熊 代 幸 雄 の 『校 訂 訳 注 斉 民 要 術 』 の 上 巻 （昭 和 32 年、　195

7 年 出 版 ） の IL 解 説 」 の 中 に も、 唐 の 1 尺 は 今 日 の 日 本 の 1 尺 に 当 た る こ とが 記

載 さ れ て お り、 足 立 喜 六 の 『長 安 史 跡 考 』 及 び 成 島柳 北 の 『明 治 新 選 泉 譜 』 の 中

に も唐 尺 と 日 本 の 曲 尺 と は 同 じ で あ る と の 記 載 が あ り ま す 。 こ れ は 中 国 唐 代 の 度

量 衡 が 日 本 の 度 量 衡 に 与 え た 影 響 を 物 語 っ て い ま す 。

　 日 本 の 近 現 代 の 学 者 に よ る 度 量 衡 史 の 著 書 も 数 多 くあ り ま す 。 小 泉 袈 裟 勝 先 生

は 1974 年 〜 1982 年 の 間 に 『度 量 衡 の 歴 史 』 、　『歴 史 の 中 の 単 位 』 、　『も

の さ し』 、　 『枡 ます 』 、　 『秤 は か り 』 等 の 著 書 を 出版 し、 相 当 の 紙 面 を さ い て 中

国 の 度 量 衡 に つ い て 紹 介 し て い ま す 。 最 近 で は 、 濱 添 猛 先 生 が 1995 年 に 出

版 し た 著 書 『中 国 古 代 用 尺 の 変 遷 と 田 制 』 等 が あ り、 い ず れ も度 量 衡 専 門 書 と し

て 学 術 的 レ ベ ル の 非 常 に 高 い もの で す 。

　 中 国 度 量 衡 史 に 関 す る 研 究 論 文 も数 多 く発 表 さ れ て お り、 日 本 の 学 者 林 巳 奈 夫

氏 は 中 国 の 東 周 金 村 の 銅 紡 に 使 わ れ て い た 重 量 単 位 を 研 究 し て 、 1 爭は お よ そ 1
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230 グ ラ ム に 当 た る こ と を 突 き止 め ま し た 。 松 丸 道 雄 先 生 は 研 究 論 文 『西 周 時

代 の 重 量 単 位 』 を 発 表 さ れ 、 岩 田 重 雄 先 生 は 研 究 論 文 『先 秦 時 代 の 尺 度 』 を 発 表

さ れ て お ら れ ま す 。 我 々 は 道 を 同 じ くす る 日 本 の 専 門 家 た ちの 学 問 に 対 す る 真 摯

な 態 度 に 敬 意 を 表 し 、 皆 様 の 度 量 衡 史 学 研 究 に お け る 成 果 を 祝 福 し た い と 思 い ま

す 。

　 1985 年 、 日 本 の 山 田 慶 児 先 生 と 浅 原 達 郎 先 生 と に よ り、 我 々 が 書 い た 『中

国 古 代 度 量 衡 図 集 』 が 日本 語 に 翻 訳 さ れ 、 出版 さ れ ま した 。 こ れ に よ っ て 中 国 の

度 量 衡 史 の 研 究 成 果 が 日 本 の 友 人 た ち に 紹 介 され 、 日本 の 歴 史 学 界 の 注 目を 浴 び

ま し た 。 ．我 々 は 山 田 、 浅 原 両 先 生 の お 骨 折 り に 対 し、 心 よ り感 謝 の 意 を 表 し た い

と 思 い ま す 。

　こ こ 何 年 か の 間 、 岩 田 先 生 と 丘 光 明 女 史 の 積 極 的 な 働 きか け の お 陰 で 、 両 国 間

の 度 量 衡 史 界 の 同 志 た ち の 友 情 が 一 層 深 ま り、 情 報 交 換 、 相 互 訪 問 、 学 術 的 活 動

を 行 っ て き ま し た 。 我 々 は 日本 の 同 志 た ち と 共 に 切磋 琢 磨 し、 日 中 両 国 の 古 代 文

明 を 掘 り 起 こ し、 紹介 して い く上 で そ れ ぞ れ 力 の 及 ぶ 範 囲 で 貢 献 した い と考 え て

い ま す 。 こ の た び 、 岩 田 先 生 を 団 長 と す る 度 量 衡 訪 中 団 が 中 国 に 視 察 旅 行 に 来 ら

れ ま し た こ と に 対 し て 、 我 々 は 熱 烈 に 歓 迎 の 意 を 表 す る と 共 に 、 皆 様 の 旅 が 楽 し

い も の で あ り ま す よ う、 ま た 、 視 察 の 方 で も大 き な 成 果 が 得 られ ま す よ う、 心 か

ら お 祈 りい た しま す 。 有 り難 う ご ざ い ま した 。

　 　 　 邱 　 隆

1996 年 3 月 27 日
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中国歴史博物館 、陝西歴 史博物館、上海博物館等 で面会 した人たちを表 4 に示 した 。

表 4　そ の 他の面会者

中国歴史博物館

陝西歴史博物館

　 　 　 〃

鄭州大学 文博学院

上 海 博 物 館

　 　 　 〃

員

長

員

長

長

員

　

　

　

　

院

館

館

館

院

副

館

管理部主任

教　授

教　授

研究員

民族学主任

銀

游

群

狸〜
＋
分
一
二

秀

天

小

増

佩

明

馬

周

師

関

陳

范

　 これ らの 博物館で は貴賓室や特別室で、貴重な計量器を見せて もら っ た 。 こ れ らの 計量 器と丘氏の 著

書の 番号 の 関係 は表 5 に 示 した 。

　　館名と名称

中国歴史博物館

　　竜紋銅尺

　　銅尺

　　銅尺

　　右里 銅量

　　成化兵子銅量

　　右伯君銅権

　　始皇詔八斤銅権

　　官累銅権

　　始建国元年銅権

陝西歴史博物館

　　銅曲尺

　　銅方升

　　始元九年銅権

上海博物館

　　撥鏤牙尺

　　陳純銅釜

　　左関銅錦

　　商鞅銅方升

　　光和大 司農銅斛

　　元初大司農銅斛

表 5　 特別 に見学 した計量器

　　　　　　　　　　　　丘光 明著

　　　年代　　　　　　　中国歴代度量衡考の 計量器番号

東漢

東漢

明

戦国 ・斉

明

戦国 ・斉

秦

西漢

新

漢西

宋

元

唐

戦国 ・斉

戦国 ・斉

戦国 ・斉

東漢

東漢

尺
一 66

　

6
　

　

　

　

　

7
　

4

　

7
　

　

　　
昃

U
　

4
　

6

＝

」

　

−
　

り
自

　

0
σ

　

1
　

1

一
　　

　一

　一

　一

　一

量

量

権

権

権

権

2
　

　

　

　

　

　

　

　
7
　

1

6
　

　

　

　

　

2
　

3
　

4

1
　

7
　

8
　

1
　

1
　

1

一

　一
　一

　｝

　一

　一

尺

量

量

量

量

量

　こ の 中の 銅曲尺は 寸を 2 ， 3 ， 4 ， 5 ， 6 ， 7 ． 8 ， 9 ， 10，11等分して い る特殊な もの で あ る。 陝

西歴 史博物館の 師小群氏 と韓建武氏は陝西歴史博物館館刊 〔3）1996の 173〜 177頁に 「陝西歴史博物館新

征集文物選釈」 と題 し、こ の 尺度 に つ い て つ ぎの ように書 いて い る 。
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漢代 の 銅 矩

　 1994 年 4 月 に 陜 西 省 子 長 県 域 関 桃 園 村 で 出土 し た も の 。 こ の 矩 尺 は 幅 が 0 ．

7cm 、 厚 さ が 0 ． 4cm で 、 垂 直 に 交 差 す る 2 本 の 長 さ が 異 な る 直 尺 か ら な っ

て い る 。 長 辺 は 23cm 、 短 辺 は 11 ． 5cm 、 そ れ ぞ れ 漢 代 の 1 尺 と 半 尺 に あ

た る 。 長 辺 の 両 面 と も 目盛 りが あ っ て 、 十等 分 に 分 け て お り、 一 等 分 は 漢 の 1 寸

に 当 た る 。 表 面 の 奇 数 寸 内 に．は 分 度 線 が な く、 偶 数 寸 内 に 分 度 線 が あ り、 そ れ ぞ

れ 2 、 3 、 4 、 5 、 6 等分 で あ る 。 裏 面 の 奇 数 寸 内 に 分 度 線 が 刻 ま れ て お り 、 そ

れ ぞ れ 7 、 8 、 9 、 10 、 11 等 分 で あ る 。 偶 数 寸 に は 分 度 線 が な い （図 1 ） 。

短 辺 は 両 面 の 目盛 が 同様 で 、 5 等 分 さ れ て い る 。

　 矩 尺 は 曲 尺 と も い い 、 又 魯 班 尺 と も い う 。 　「史 記 ・夏 本 紀 」 に は 、 禹 曰 く ：

「卑 官 が 費 於 滅 に 致 す ・…
　 左 準 縄 、 右 規 矩 、 載 四 時 、 開 九州 、 通 九 道 、 陂 九 澤 、

度 九 山 」 とあ る 。 　「規 」 は 円 を 校 正 す る 工 具 で あ り 、 　「矩 」 は 方 形 を 描 く曲 尺 で

あ る 。 　「周 髀 」 に は 矩 の 使 用 法 が 載 っ て お り 、 そ れ に よ る と 「周 公 曰 く ； 矩 の 使

い 方 を 尋 ね た い
。 商 高 曰 く ： 矩 を 平 らに して 縄 を 正 し 、 矩 を ふ せ て 高 を 望 み 、 矩

を 復 し て 深 を 測 り 、 矩 を臥 し て 遠 を 知 る 」 と な っ て い る 。 そ の 意 味 す る と こ ろ は 、

曲 尺 を 全 体 平 ら に す る こ と は 即 ち 矩 を 臥 す こ と で あ り、 二 つ の 目的 物 間 の 距 離 を

測 る 場 合 に 使 わ れ 、 矩 の 一 方 の 直 尺 を 直 立 さ せ 、 片 方 の 直 尺 を 平 ら に す る こ と は

即 ち 遠 方 に あ る 目的 物 の 高 さ を 測 る 場 合 に 使 わ れ る 。 矩 を 復 し て 深 さ を 測 る 。
こ

の よ うに 矩 尺
一

つ で 高 さ 、 深 さ、 幅、 奥行 き を 測 る 幾 つ もの 機 能 を 有 して い る こ

と が 分 か る 。

表 面 裏 面

図 1　 銅 矩 の 表 面 ・裏 面 の 目盛 図
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　 漢 の 石 像 に は 規 矩 を 持 っ て い る 伏 羲 、 女 蝸 像 が 多 く現 れ る 。 安 徽 省 寿 県 朱 家 集

で も 両 辺 が 同 じ長 さ の 戦 国 銅 矩 が 出土 した こ とが あ る 。 中 国 歴 史 博 物 館 に は 両 辺

の 長 さ が 異 な る 漢 の 銅 矩 が 収 蔵 さ れ て い る 。 そ の 長 さ は そ れ ぞ れ 22 ． 5cm 及

び 37 ． 6cm で あ る。 こ の 区 の 両 辺 は そ れ ぞ れ 23cm 及 び ll ， 5cm で あ

る の に 対 し、 建 武 の 銅 尺 の 長 さ は 23 ． 088cm 、 始 平 銅 尺 の 長 さ は 23 ， 7

9cm 、 漢 の 鏤 牙 尺 の 長 さ は 23cm 、 羅 振 王 収 蔵 の 銅 尺 の 長 さ は 24 ． 49c

m 、 漢 の 鑾 金 尺 の 長 さ は 28 ． 85c
、
m で あ り、 こ の こ と か ら も 漢 代 の 一

尺 の 長

さ は 基 本 的 に 22 ． 8 〜 24 ， 5cm の 間 に あ り 、 最 も 多 い の は 23cm で あ る

こ と が 分 か る 。 こ の 矩 は
一

般 の 矩 の 機 能 を 有 し て い る ほ か 、 普 通 の 尺 と し て も使

用 す る こ と が で き、 非 常 に 実 用 的 で あ る 。
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　これ に類似 した例は曲尺と直尺、年代、地域は異 なるが西ア ジア にある 。 2141〜2122B．　C．ごろ、メ ソ

ポ タ ミア の ラ ガ シ ュ 王で あ っ た グデ ア の 坐像に 彫刻 して あ る尺度の 1 シ ュ
・シ （1．68cm）が 2 ， 3， 4，

5， 6等分されて い た。 （本誌の 表紙の 写真およ び表紙裏の 説 明参照） これ らの 尺度は東 ア ジ ア と西ア

ジア に おけるそれぞれ唯一の 例で あり、 用途に つ い て 多 くの 研究が行われ る こ とが 望まれ る 。

　旅行計画は中信旅遊総公司と21世紀旅行が 練り上げた もの で あ っ たが、旅行中に 丘氏を中心 に 中信旅

遊総公司 の 全線 ガイ ドの 董春秋氏、各地 の 旅行者 の ガイ ド、そ して 出発か ら帰国まで 終始旅行の 世話を

して 下さ っ た 21世紀旅行の 谷 口 弘人氏が 、そ の 都度協議 して 見学 コ
ー

ス の 変更や 見学場所の追加が行わ

れた 。 そ の ため表 2 に見 られ るよ うに 中身の 濃い 旅行 に な っ た 。

　特に鄭州で は、前夜の 午前 2時まで 出張 して お られた鄭州大学　文博学院　院長 の 関増建氏が、鄭州

玉 石工 場の 展示場で 講演され た の も、 丘氏の ね ば り強い 交渉の お蔭で あ っ た 。 そ の 題名は 「中国計量史

に お ける鄭州の 地位］ で あ っ た 。 そ の 要旨は つ ぎの 通 りで ある 。

　 「鄭州は商城 と もい われ、中国科学院に よる墨 の 年代測定で は、3500年前に さか の ぼ る古 い 都市で あ

る。1995年に鄭州大学の 考古学研究所 によ る商双橋 におけ る新 しい 発見で、鄭州が 商 （紀 元前 16〜ll世

紀）の 都で あ る こ とが わか っ た 。 当時はすば ら しい 青銅器が 数多く鋳造 され 、 誤差は数mm 以内で あ っ た 。

商代の 文献 に よ っ て も、その こ ろ計量技術が 高度に発達 して い た ことが わか る。 商の時代は中国の 中心

地は開封、洛陽、鄭州で あ っ た 。 度量衡制度の 改革 は主 と して こ の 地方で 行われ た 。

　計量史の 範囲は 天文、空間、時間ま で を含む広大な もの で あ る 。 暦法 の 計算は棒 （ノ
ー

モ ン）を地上

に 垂直 に立て 太陽の 影の 長 さを はか っ て 夏至、冬至や方位 を定め、夜は星の 通過をはか っ て 恒星年の 回

帰を知 るこ とがで きた 。 古代人 は鄭州か ら10kmはなれた告成を世界の 中心 と考え て お り、こ こを原点 と

して い た 。 劉悼は唐代 に こ の 地で正確な恒星年の 計量を行 っ た 。 周公測景台は唐代に 作 られ、元代に は

郭守敬によ り高さ40尺 の 石造の 台に 作り変え られ た
。 郭に よ りはか られた デ ータと現代の デ ータ と は ほ

とん ど一
致 して い る 。 中国の 計量史を研究す るに は 、 鄭州をぬ きに しては考え られない 程重要な もの で

ある 。 」

　中国 に は古代か ら天はか さの よ うに地を覆 っ て 丸 く、地は平で 4角 （方）形で あると い う思想があ っ

た 。 こ の天 円地方説 （第 1蓋天説）の 起源は西周 （紀元前 11〜紀元前 8世紀）以前まで さか の ぼ る もの

と考え られて い る 。 上海博物館の 本館は工事 中で 見学で きなか っ たが 、 上部 は丸 く下部 は方形で 、 天円

地方の 古代説を建物の 形と して い る 。 中国の 宇宙論 は第 2 蓋天説、渾天説 と続き、 2世紀 まで に無限の

空間を論 じた宣夜説まで 発展 した 。

　上海博物館の 収蔵庫 （襠案館）で は、商鞅銅方升をは じめ国宝級の計量器を見学 した 。 丘氏 は 「これ

らを見た い と思い 、 3回 もこ こ へ 来たが見せ て もらえ なか っ た 。 今回見せて もらっ たの は 、 代表団が国

賓的待遇を うけた もの と思われる 」 と述懐 された 。

　おわ りに

　度量衡の 故里 ・ 中国を訪ね る旅は 中国と B本の 関係者の 緊密な協力の お蔭で 、 大過な く終る こ とが で

きた 。 こ こ に改め て関係各位に厚 く御礼を 申し上げる 。

　丘光明氏の 1995年10月の来 日によ り中 日の 計量史交流の 道が拓かれた 。 今回の 中国訪問を契機 と して、

計量史交流が ますます頻繁に な る こ とを希望 する 。
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